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本邦における気温極値
の推定
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　1．　ま　え　が　き

　最近，A．Courtは極値の統計的理論に基いて，アメ

リカ合衆国内の観測所約100ヵ所についての30年間に

たわる気温の年極値資料から，確率1／100の年極値を計

算した，q）以下はCourtの行った方法と同様に，本邦

の場合について試みた報告である．

　2．計　　算　　法

　極値に関する統計的理論は，E．」．Gumbe1の手によ’

って主に発展されたものである，（2）その極値理論によれ

ば，或期間に或出現確率を有する極値は，その値をX

とすると

　　　　　　　　　　％＝x士κσ

で与えられる．ここにXは標本の軍均値，σはその標

準偏差で，κ　は求める極値の出現確率と標本の大きさ

によって定まる数である．その値は表がつくられてい

る．（3）ここには一例として確率1／1000，1／100．1／10の

極値を求める際のκの値を示した（第1表）．符号はこ

こでは，正が最高気温，負が最低気温である．

　極値の理論を用いるに当づては，毎年の気温の極値が

第 1　　表

　　確r　　　率
陵料

t，の大き、さ、．

15
20
25
30
40

50
70
100

1／1000

6．265
6．006
5．842

5．727

5．576

5，478
5．359
5．261

1／100

4．005下

3．836
3．728
3．653．

3．554

3．491
3．413

3．349

1／10

1．703’

1．625、

1．575
1．541

1．495

．1．466

L430
1．401

第2表本邦における極値の計算例
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互に独壷ある仏つまりある年の擁力ζそれに前衝・欄

する年の極値によって影響されることがな鴨と・乗衝灘

値の分布が連続無限であること1とい弓仮定を設げて跨，肇鱗

かなげればならない・従って気候変イヒの如き現象は難灘

し牟上の話である・　　　　　　　　　　〆　　　　「、☆嘩一

　さて実際に確…率1／100の年最高気温及年最低気温の値．喚恥i縦．

を計算した地点は約100で，いずれも標本の大きさが。君鹸

・5乃至3・である・標本をとった期間は手許の資纏講

合で11916年一1945年である．叉この期間内に露場の，・馨鑛

移転が行われた場合でも，少し位の位彫翻は鞭嬉欄

た．　　　　　　、　F　　　　　　　　二　』‘、換嚢

　第2表に計算の例を数カ所を選んで示す・一　』，・，ガ難

　5．結　果…　　　　　　』矯縁籔
かくして求めた1／iooo確動気温極値を基にして21☆鑛

最高気温，最低気温各々について等温線を引いた（第1「繋憂難

図，第2図）一，叉標本の標準偏差の値も等値線図とし宅、r滋・曳

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　㌔、一，・一、罐『
、第3図・第4図にそ紅ぞれ示した・　　・　．　　、㌦、◇ノ霧

標準偏差の値は最高気温の場飢最低気温の場傑をll、灘

比較すると，前者の方が場所的な差は少い．こめ結果をギ・繋

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　もて　確率1／100の気温年極値の等温線図でも明らか准よろに』i灘、：
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　『・．　㌦・㌧鍵・『，最高気温の値が全国的にみて比較的一様となる一因奪』蒙i汐

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・」，辱　騒
なしている・叉・最蔽温の場合喋準騰の分布瞬1灘11

の月卒均気温の標準偏差の分布に類似してい為が・最低毯，雛，i

気温のそ櫨冬の肺均気温の標準鰭分布とは力鋤誉纈
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヨ　　デダぎヤ違っている・・確率1／100の年最高気温が4QO　Cを超え、為☆灘1．・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　すが　　ドおのは東北や中部の内陸盆地の一部，関東亭野北西部，．及、マi、1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’、し　翼，近畿地方の内睦を含めた東は名古屋から西は徳島に至るン、醸1塩
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．誉繋
幣繊である・最鮪温では嘩の低温緬著廟断、灘．

道の内陸では」400C以下に紘っている・本州では嘩1鑛・
　　　　　　　　　　　　　　部で一25。．Cをこえるめ、㌶織・

地 点
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第2岡　出現確率1／100の気温極値
　　　　　（年最低）の分布（OC）
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第3図　年最高気温の標準偏差の分布
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第4図　年最低気温の標準偏差の分布

ノ

’フ…「

1，∫　　　　　　　～0

　　20

～o

⑳穂
　　　　　20

30ト

な

一’0
D”

『・o

一一一一一・　笛　ノノ噛』・ム？夕

1　　’

’・0

ノ

　　が内陸においてその程度が著しくなっている．極値の分

｛　布については別の機会に論ずる事にして今度は結果を呈

　　示するにとどめる．

　　　確率1／100の気温年極値の計算値を実測値と比較する

・‡　　ことは，我が国の観測所がいずれも観測期間が100年に

　　達していないので將来に残された問題であるが，過去の

　　資料からみて既に実測値が計算値を超えた地点は最高気

　　温では

　　　筑波山項・金沢・輪島の3ヵ所で，最低気温では

　　　佐賀・嚴原・松山・津・銚子・八木・京都・幅島・高

・　田・青森・函館の11ヵ所である．一般に統計年数の長

　　い所では計算値を超える極値があらわれてきている・し

　　かしどこも最大で10C内外であり，実測値と計算値との

　　間には結果においてあまり差を生じないと予想される・

　　　4．　あ　と　が　き

　　　以上のよろな手続によって各地で起る極値を相互に比

　’較し得る段階に到達させたわげである．これと全く同じ

　　方法によって，必要に応じて1／50，1／30等々の確率を有

　　する気温年極値を計算出来るし，他の要素例えば降水量

1・8

や日射量．のよ弓なものにも応用することが出来る・

　しかしながら極値そのものの性質から考えて，かなり

微妙な影響が含まれる可能性が大きく，ここで求めたよ

うな結果からすぐにある結論へ持ってゆ。こ弓とするのは

危瞼であろろ．

　したがって間題にしたいことも1，2あったが更に検討

を加えてからの事とする．極値の問題について今後発展

させるべき方向を示す一指針ともなれば幸である．
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　　　さる11月中旬行われたユネスコ台風シンボジウムの

　結果は，プロシーディングとして印刷されます．それで
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会員の希望者には実費でおわけする予定ですから，12月

中に学会事務局までお申出で下さい．費用頁数はまだわ

かりませんが，200細300頁見当のよ弓です．
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